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解明に関するものである o 主な成果を要約すると次の通りである o
(1) ルテニウム錯体を触媒として用いることにより，オレフィン'性炭素一水素結合が切断され，別のオレフィンの
二重結合部分に付加することを明らかにしている O また非環式エノンを用いた場合に，通常判別困難なオレフィ
ン/オレフィンカ y プリング反応で提唱されている反応機構を識別するための知見が得られたことについても
報告している。
(2) ルテニウム触媒による C-H/オレフィンカップリング反応が，芳香族イミデートや種々のアルデヒド類にも
適用可能であることを明らかにし，この触媒反応の適用範囲の拡大を達成している。
(3) これまでに見出された C-H/オレフィンカップリング反応において，同一分子内に複数ある反応点での位置
選択的なアルキル化が，用いる触媒を変えるという単純な操作で行なえることを明らかにしている。
以上のように，本論文は遷移金属錯体による芳香族および脂肪族化合物のオレフィンへの触媒的付加反応について
述べたものである。本研究の成果は，有機合成反応の新しい手法を与えるものであり，また，広く有機合成化学や有
機金属化学の分野に対して貢献するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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